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資料７

市町

村

林業

事業

県職

員

市町

村

林業

事業

県職

員

1 森林・林業の基礎

地域の森林・林業の中心的役割

を担う市町村林務担当職員等を

対象に、森林・林業に関する基

礎的な知識を習得させ、担当業

務を円滑に遂行できる職員を育

成する。

森林・林業の基礎知

識、優良林業事業体・

木材市場等現地研修、

森林・林業施策におけ

る市町村の役割　等

市町村林務

担当職員

等

（初任者レ

ベル）

○ △ △

　令和５年

４月２４日

～２５日

２日
２０

名

林業研

究セン

ター

ほか

1 森林・林業の基礎

地域の森林・林業の中心的役割

を担う市町村林務担当職員等を

対象に、森林・林業に関する基

礎的な知識を習得させ、担当業

務を円滑に遂行できる職員を育

成する。

森林・林業の基礎知

識、優良林業事業体・

木材市場等現地研修、

森林・林業施策におけ

る市町村の役割　等

市町村林務

担当職員

等

（初任者レ

ベル）

○ △ △

　令和６年

４月２４日

～２５日

２日
２０

名

林業研究

センター

ほか

2
森林整備事業の実

務

森林・林業行政の推進を図るた

め、森林整備の実務に必要な知

識を習得させ、市町村の森林・

林業施策を適切に計画・実行で

きる職員を育成する。

森林整備事業の概要、

ふくしま森林再生事

業・広葉樹林再生事

業、森林整備発注業務

の実務、航空レーザー

計測の林業への活用

市町村林務

担当職員

等

（実務担当

者）

○ △
　令和５年

５月１１日
１日

２０

名

林業研

究セン

ター

2
森林整備事業の実

務

森林・林業行政の推進を図るた

め、森林整備の実務に必要な知

識を習得させ、市町村の森林・

林業施策を適切に計画・実行で

きる職員を育成する。

森林整備事業の概要、

ふくしま森林再生事

業・広葉樹林再生事

業、森林整備発注業務

の実務、航空レーザー

計測の林業への活用

市町村林務

担当職員

等

（実務担当

者）

○ △
　令和６年

５月１０日
１日

２０

名

林業研究

センター

3 森林計画制度

森林・林業行政の推進を図るた

め、森林計画制度の実務に必要

な知識を習得させ、市町村の森

林・林業施策を適切に計画・実

行できる職員を育成する。

森林計画制度、市町村

森林整備計画の実行管

理（森林経営計画、林

地台帳、伐採届、森林

土地所有者届）、森林

境界明確化　等

市町村林務

担当職員

等

（実務担当

者）

○ △ △

　令和５年

５月２４日

～２５日

２日
２０

名

林業研

究セン

ター

3 森林計画制度

森林・林業行政の推進を図るた

め、森林計画制度の実務に必要

な知識を習得させ、市町村の森

林・林業施策を適切に計画・実

行できる職員を育成する。

森林計画制度、市町村

森林整備計画の実行管

理（森林経営計画、林

地台帳、伐採届、森林

土地所有者届）、森林

境界明確化　等

市町村林務

担当職員

等

（実務担当

者）

○ △ △

　令和６年

５月２３日

～２４日

２日
２０

名

林業研究

センター

4
森林土木事業の実

務

森林土木事業の監督業務、積算

業務等に必要な知識を習得さ

せ、森林土木事業の実務ができ

る職員を育成する。

森林土木事業の概要

（治山・路網）

林道施設災害復旧、監

督業務におけるポイン

ト、設計積算演習

・市町村林

務担当職員

（実務担当

者）

○

△

※1

日目

のみ

可

△

　令和５年

５月２９日

～３０日

２日
２０

名

林業研

究セン

ター

4
森林土木事業の実

務

森林土木事業の監督業務、積算

業務等に必要な知識を習得さ

せ、森林土木事業の実務ができ

る職員を育成する。

森林土木事業の概要

（治山・路網）

林道施設災害復旧、監

督業務におけるポイン

ト、設計積算演習

・市町村林

務担当職員

（実務担当

者）

○

△

※1

日目

のみ

可

△

　令和６年

５月２９日

～３０日

２日
２０

名

林業研究

センター

5
測量・森林調査の

基礎

測量（コンパス測量、レベル測

量、ポール測量）の現場実習等

を通じて測量機器の取り扱い、

測量手法、図面の作図などの実

務及び樹木測定等の調査ができ

る職員を育成する。

測量・作図実習、森林

調査実習

・市町村林

務担当職員

等

（実務担当

者）

○ △ △

　令和５年

６月６日～

７日

２日
１２

名

林業研

究セン

ター

5
測量・森林調査の

基礎

測量（コンパス測量、レベル測

量、ポール測量）の現場実習等

を通じて測量機器の取り扱い、

測量手法、図面の作図などの実

務及び樹木測定等の調査ができ

る職員を育成する。

測量・作図実習、森林

調査実習

・市町村林

務担当職員

等

（実務担当

者）

○ △ △

　令和６年

６月６日～

７日

２日
１２

名

林業研究

センター

6
高性能林業機械の

操作

ハーベスタシミュレーター機器

を使用し、高性能林業機械の特

性や安全な操作方法に関する基

礎的な知識及び技術を習得さ

せ、効率的かつ安全に作業が行

える技術者を育成する。

高性能林業機械の特

性、安全な作業方法、

搭乗型ＶＲシミュレー

ターを使用した模擬操

作

林業従事者

等
○

　令和５年

７月１０日

（AM・PM)

1日

６名

（AM

３

名・

PM３

名）

林業研

究セン

ター

令和5年度　林業アカデミーふくしま     短期研修実施内容 令和6年度　林業アカデミーふくしま     短期研修実施計画及び研修内容

　ハーベスタシミュレーターの利用は随時受け付けることに変更。

　なお、参加者が令和４年度２名、令和５年度２名（定員６名）と実績も低い。

実施時期
研修

日数
研修講座 主な内容 主な対象者

○の対象者優先

研修の必要性 研修講座 研修の必要性 主な内容 主な対象者

○の対象者優先

定員 開催場所 実施時期
研修

日数
定員 開催場所
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資料７

市町

村

林業

事業

県職

員

市町

村

林業

事業

県職

員

令和5年度　林業アカデミーふくしま     短期研修実施内容 令和6年度　林業アカデミーふくしま     短期研修実施計画及び研修内容

実施時期
研修

日数
研修講座 主な内容 主な対象者

○の対象者優先

研修の必要性 研修講座 研修の必要性 主な内容 主な対象者

○の対象者優先

定員 開催場所 実施時期
研修

日数
定員 開催場所

7

森林経営管理制度

の実務

（市町村対象）

森林経営管理制度に関する事務

を円滑に進めるため、意向調査

の実施、経営管理権集積計画の

作成、経営管理実施権配分計画

の作成等を遂行する上で必要な

知識を習得させ、適切かつ円滑

に運用できる者を育成する。

森林経営計画制度・森

林環境譲与税の概要、

森林経営管理制度に係

る市町村の事務、意向

調査の実施計画作成、

経営管理権集積計画作

成、所有者探索業務

市町村林務

担当職員

（実務担当

者）

○ △ △

　令和５年

７月１８日

～１９日

２日
２０

名

林業研

究セン

ター

7

森林経営管理制度

の実務

（市町村対象）

森林経営管理制度に関する事務

を円滑に進めるため、意向調査

の実施、経営管理権集積計画の

作成、経営管理実施権配分計画

の作成等を遂行する上で必要な

知識を習得させ、適切かつ円滑

に運用できる者を育成する。

森林経営計画制度・森

林環境譲与税の概要、

森林経営管理制度に係

る市町村の事務、意向

調査の実施計画作成、

経営管理権集積計画作

成、所有者探索業務

市町村林務

担当職員

（実務担当

者）

○ △ △ 　令和６年

９月１９日

～２０日

２日 ２０

名

林業研究

センター

8
路網整備と作業シ

ステム（基礎）

路網整備と作業システムに関す

る基礎的な知識及び技術の習得

により、地域における効率的な

施業方法等を計画・実行できる

技術者を育成する。

路網整備の必要性、路

網設計・作設方法・施

工管理、路網と作業シ

ステム、ＩＣＴ技術

等

市町村林務

担当職員

（実務担当

者）及び林

業従事者

等

○ ○ △

　令和５年

７月２４日

～２５日

２日
２０

名

林業研

究セン

ター

8

路網整備と作業シ

ステム

路網整備と作業システムに関す

る知識及び技術の習得により、

地域における効率的な施業方法

等を計画・実行できる技術者を

育成する。

効率的な森林施業シス

テムの考え方、路網を

活かした森林作業シス

テムの検討実習、ICT

等先端技術の活用、路

網を活用した森林作業

システムの現地検討

市町村林務

担当職員

（実務担当

者）及び林

業従事者

等

○ ○ △ 　令和６年

７月２４日

～２６日

３日 ２０

名

林業研究

センター

9

森林経営管理制度

の実務

（林業事業体対

象）

森林経営管理制度に関する事務

を円滑に進めるため、意向調査

の実施、経営管理権集積計画の

作成、経営管理実施権配分計画

の作成等を遂行する上で必要な

知識を習得させ、適切かつ円滑

に運用できる者を育成する。

森林経営計画制度・森

林環境譲与税の概要、

森林所有者への意向調

査、経営管理実施権の

配分

林業従事者

等
△ ○ △

　令和５年

８月２１日
１日

２０

名

林業研

究セン

ター

9

森林経営管理制度

の実務

（林業事業体対

象）

森林経営管理制度に関する事務

を円滑に進めるため、意向調査

の実施、経営管理権集積計画の

作成、経営管理実施権配分計画

の作成等を遂行する上で必要な

知識を習得させ、適切かつ円滑

に運用できる者を育成する。

森林経営計画制度・森

林環境譲与税の概要、

森林所有者への意向調

査、経営管理実施権の

配分

林業従事者

等
△ ○ △

　令和６年

８月８日
１日

２０

名

林業研究

センター

10

提案型集約化施業

実践

※森林施業プラン

ナー協会認定

　1次研修に該当

（予定）

森林所有者に対する施業提案書

の作成や提示、森林施業の集約

化ができる、森林経営計画作成

の中核を担う技術者を育成す

る。

提案型集約化施業の意

義・進め方、目標林型

と育林技術、集約化の

実際、森林施業プラン

作成、森林経営計画作

成　等

森林施業プ

ランナーを

目指す者

等

△ ○ △

　令和５年

９月４日～

７日

４日
１２

名

林業研

究セン

ター

ほか

10

提案型集約化施業

実践

※森林施業プラン

ナーフォローアッ

プ研修

本県の森林が本格的な利用期を

迎えている中で、プランナーに

は皆伐再造林の施業提案能力が

求められることから、新たなプ

ランニング能力を有する者を育

成する。

皆伐再造林の実例、皆

伐再造林施業の進め

方、路網設計、収支計

算、森林施業プラン作

成　等
森林施業プ

ランナー

等

△ ○ △

　令和６年

７月９日～

１０日

２日
１２

名

林業研究

センター

ほか

11
伐倒技術のチェッ

クと改善

伐倒作業時の労働災害防止に向

け、チェーンソーによる安全か

つ正確な伐倒技術を有する技術

者を育成する。

伐倒練習機による安全

かつ正確な伐倒技術を

身につけるための反復

実習

林業従事者

等

※伐木等の

業務に係る

特別教育修

了者

○

令和５年９

月１２日～

１５日

令和５年９

月２６日～

２８日

7日 ３名

林業研

究セン

ター

11
伐倒技術のチェッ

クと改善

伐倒作業時の労働災害防止に向

け、チェーンソーによる安全か

つ正確な伐倒技術を有する技術

者を育成する。

伐倒練習機による安全

かつ正確な伐倒技術を

身につけるための反復

実習

林業従事者

等

※伐木等の

業務に係る

特別教育修

了者

○

令和６年９

月２４日～

２７日

令和６年１

０月８日～

１０日

7日 ３名
林業研究

センター

基礎と実践を統合して作業システムに関する講義や現地に適した路網整

備を学ぶ時間を増やすために1日追加した。

林業事業体対象でかつ３日以上の研修を8月までに実施するた

め、市町村対象の当該研修を後半に移動した。

県内の森林施業プランナーの取得率が上がっているため、当該研修受講者が令和４年度９名、令和５年度９名（定員１２名）となっていることを踏まえ、プラン

ナー取得を目指す方向けの研修は３年に１回に変更し、それ以外の年はプランナー対象のフォローアップ研修にすることとした。
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資料７

市町

村

林業

事業

県職

員

市町

村

林業

事業

県職

員

令和5年度　林業アカデミーふくしま     短期研修実施内容 令和6年度　林業アカデミーふくしま     短期研修実施計画及び研修内容

実施時期
研修

日数
研修講座 主な内容 主な対象者

○の対象者優先

研修の必要性 研修講座 研修の必要性 主な内容 主な対象者

○の対象者優先

定員 開催場所 実施時期
研修

日数
定員 開催場所

12 最先端の林業技術

森林施業の効率化・省力化を可

能にするため、ICT等の最新の

林業技術を習得させる。

大型ドローンによる苗

木運搬、３Ｄレーザー

スキャナを活用した森

林調査、路網設計支援

ソフトを使用した線形

計画

市町村林務

担当職員及

び林業従事

者　等

○ ○ △

　令和５年

１０月３１

日

１日
１５

名

林業研

究セン

ター

12

最先端の林業技術 森林施業の効率化・省力化を可

能にするため、ICT等の最新の

林業技術を習得させる。

大型ドローンによる苗

木運搬、３Ｄレーザー

スキャナを活用した森

林調査、路網設計支援

ソフトを使用した線形

計画

市町村林務

担当職員及

び林業従事

者　等

○ ○ △

　令和６年

８月２２日

～２３日

２日
１５

名

林業研究

センター

13

路網整備と作業シ

ステム（実践）

※緑の雇用OJT指

導員資格取得研修

に

　該当（予定）

現地に適合した路網整備と作業

システムの構築に必要な知識及

び技術を習得し、素材生産性の

向上に向けた指導ができる技術

者を育成する。

森林作業道作設の基

礎、路網計画作成、森

林作業道作設実習　等

森林作業道

開設に関す

る指導者を

目指す者

○

令和５年１

１月６日～

９日

４日１０名

実習

フィー

ルド

（予

定）

14
森林・林業でのド

ローン活用

ドローン等技術の活用により、

森林整備事業の実施に係る申

請・検査の省力化、森林情報の

管理体制の強化及び効率化を図

るため、ドローンの操縦技術や

撮影、画像解析等の技術を習得

する。

森林・林業でのドロー

ン活用事例、航空法等

の関係法令、ドローン

の操縦方法、ドローン

の基礎操縦・飛行撮

影、オルソ画像作成

市町村林務

担当職員及

び

林業従事者

等

○ ○ △

　令和５年

１１月２８

日～３０日

３日
１２

名

林業研

究セン

ター

14
森林・林業でのド

ローン活用

ドローン等技術の活用により、

森林整備事業の実施に係る申

請・検査の省力化、森林情報の

管理体制の強化及び効率化を図

るため、ドローンの操縦技術や

撮影、画像解析等の技術を習得

する。

森林・林業でのドロー

ン活用事例、航空法等

の関係法令、ドローン

の操縦方法、ドローン

の基礎操縦・飛行撮

影、オルソ画像作成

市町村林務

担当職員及

び

林業従事者

等

○ ○ △

　令和６年

６月１８日

～２１日

４日
１２

名

林業研究

センター

15
伐木技術の指導者

養成

伐倒作業時の労働災害防止に向

け、チェーンソーによる安全か

つ正確な伐倒技術を有する指導

者を育成する。

R4「安全な伐倒作業技

術及びR5「伐倒技術の

チェックと改善」の受

講者を対象に、指導に

必要な言語化等実習を

行う。

林業従事者

等

※伐木等の

業務に係る

特別教育修

了者、R4

「安全な伐

倒作業技

術」及びR5

「伐倒技術

のチェック

と改善」の

受講者

○

令和６年１

月１６日～

１８日

令和６年１

月３０日～

２月１日

６日 ３名

林業研

究セン

ター

　参加者が令和４年度１名、令和５年度２名（定員１０名）と実績が低く、要望も少ないため、基礎と実践を統合する内容に変更した。

　「１１　伐倒技術のチェックと改善」受講者を対象とした研修であり、研修を委託する業者と調整した結果次年度は当該研修を実施しないこと

とし、「１１　伐倒技術のチェックと改善」の受講状況を踏まえて令和７年度以降の研修実施を検討する。

※「○の対象者優先」覧について：参加者多数の場合、○が記された対象者が優先的に参加となります。○または△の記載が無い講座には参加できませんのでご注意ください。

資格を取得できる研修にするため、１日増やした。

参加者が令和４年度１５名、令和５年度３名（定員１５名）と大幅に減少したため、研修内容の見直しを行う。

具体的には、路網設計支援ソフト（FRD）で１日、３Dレーザースキャナ（OWL）と大型ドローンで１日。

それぞれ実際に利用している県内林業事業体も講師に呼び、より実践的な内容とする。

２日に増やしたため、繁忙期を避けた。

林業事業体対象でかつ３日以上の研修を8月までに実施するた

め、6月に移動した。
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